
 
 

公民学連携・SDGs 未来都市推進事業の取組状況等について 

 

１ SDGs 未来都市推進事業について 

（１）SDGs 未来都市計画の進捗状況について 

令和３年度から進めている SDGs 未来都市推進事業については、2030 年のあるべき姿

“「働きがい」を「生きがい」と「暮らし」につなげるデザイン”を掲げ、経済・社会・環

境の三側面の調和を図りながら取り組むこととし、これまで第１期計画（令和３～５年度）、

第２期計画（令和６～８年度）を策定し、全庁横断的に SDGs の推進を図っている。 

 

【SDGs の推進に資する主な取組】 

No 項目 取組 実績 

１ 経済 社会課題解決型プロジェクト実証実験（スタートアップと区内事業者・大学等の共創） 96 件(R8.2 月時点) 

2 社会 健康宣言等に取り組む企業（すみだ健康チャレンジ宣言事業者） 22社（R8.2月時点） 

3 環境 すみだ環境フェア 2025 ／ 錦糸町パルコ サステナ祭 2025 の開催  4 日計 18,178 人 

 

【計画の進捗状況（成果指標）】 

No 項目 指標名 

第一期 

（R３～５） 

第二期 

（R６～８） 

現状値 

（R８.２月時点） 

最終目標 

（R12 年度末） 単位 

年度 当初値 年度 当初値 年度 現状値 年度 目標値 

1 経済 区内製造業における付加価値額 H28 1,726 R3 1,474 R3 1,474 R12 1,846 億円 

2 経済 区内小売等付加価値額 H28 2,975 R3 2,681 R3 2,681 R12 3,183 億円 

3 社会 65 歳男性健康寿命(要介護２以上) R1 82.12 R3 82.35 R5 82.39 R12 83.5 歳 

4 社会 65 歳女性健康寿命(要介護２以上) R1 85.85 R3 85.86 R5 85.9 R12 87 歳 

5 社会 区に誇りを持っている区民の割合 R2 61.6 R4 73.00 R6 71.3 R12 65 ％ 

6 環境 区域における温室効果ガス排出量 H30 120.6 R2 113.8 R4 112.4 R12 63.2 万 t-CO2 

7 環境 区域におけるエネルギー消費量 H30 11,882 R2 11,494 R4 11,401 R12 8,593 TJ 

 

（２）令和７年度の SDGs 普及啓発事業について 

   関係各部における事業に加えて、今年度は、区民向けの普及啓発事業「SDGs サミット」

の開催、SDGs 宣言事業者を対象とした SDGs アワードの開催等、区内大学、協定締結事業

者等との連携による各種事業を実施した。 

 

 【令和７年度実施事業】 

１ 認定 NPO 法人キッズドア連携事業 春休み SDGｓエンジョイキャンプ 

２ 
アストロスケール連携事業 
「宇宙を感じる夏のイベント」 

オービタリウム小学生無料招待／区内周遊スタンプラリー 
参加者計 ３９５名 

３ 未来都市共創サミット 

未来都市共創フォーラム（SDGs 宣言事業者等） 
SDGs カードゲーム（ｉＵ） 
SDGs パネル展示（千葉大学） 
花王「月祭」（区後援事業） 等 参加者計 ５，３４６名 

４ SDGs アワード 
アワード 廣田硝子株式会社 
準アワード アイメックス株式会社 

５ 
SDGs 宣言事業 
（令和８年１月末日現在） 

宣言事業者数 
５６７者（区内：４８６者、区外：８１者） 

 

企 画 総 務 委 員 会 

令和８年３月２５日 
【SDGs 普及啓発事業】 

   

［未来都市共創サミット］   ［SDGs アワード］      ［花王 月祭］ 

 

（３）SDGs 未来都市計画改定の方向性について 

SDGs の目標達成期限である 2030 年（令和１２年）に向けて、現在改定を進めている墨

田区基本計画との整合を図るとともに、SDGs 未来都市計画に対する有識者からの提言等

を踏まえ、区内大学及び協定締結事業者等との連携やSIC事業に関する視点を盛り込み、

計画改定を進めていく。 

 

【改定イメージ】 

 

 

【計画改定スケジュール（予定）】 

１ 計画期間 令和９～１２年度（第３期計画：４か年） 

２ スケジュール 

令和８年１１月 内閣府へ素案の提出 

令和９年 １月 自治体 SDGs 推進評価・調査検討会（内閣府） 

令和９年 ２月 同検討会における意見を反映した修正案の提出 

令和９年 ３月 計画策定・公表 

    



２ 大学のあるまちづくりについて 

（１）令和７年度の千葉大学との連携について 

千葉大学デザイン・リサーチ・インスティテュート及び予防医学センターの知見を活用

し、産業・環境・健康等の各分野における地域課題の解決に向けて連携を図った。さらに、

区民の行動変容を促す取組や介護予防プログラム等の実施に伴い、各種デザイン賞を受

賞した。 

 

 【分野別取組】 

 

 【行動変容を促す各種事業（令和７年度）】 

 

   
       ［投票済証］          ［客引き対策デザイン］        ［民泊マナー啓発］ 

 

【デザイン賞の受賞】 

   

    ［すみだ保健子育て総合センター］    ［あずま百樹園トイレ］     ［笑かつ！Cafe］ 
  

 分野 研究テーマ 所管課 
1 産業 「すみだモダン」事業等プロモーション 産業振興課 

2 環境 
緑と花の学習園のあり方検討等に関する調査研究 環境保全課 
雨水活用の普及啓発・環境教育に資する雨水タンク活用方法の調査研究 環境政策課 

3 健康 養蜂を通じた食育に関する業務委託 
街中植物工場を通じた食育に関する業務委託 健康推進課 

4 教育 わんぱく天国リニューアルのための調査・研究業務委託 地域教育支援課 

 事業名 関連部署／関連事業者 
1 衆議院議員選挙等に係る投票済証のデザイン 選挙管理委員会事務局 
2 錦糸町駅南口の客引き対策デザイン 安全支援課 
3 高齢者の通いの場「笑かつ！CAFÉ」 高齢者福祉課 
4 民泊宿泊者向けのマナー啓発 POPデザイン 生活衛生課・観光課・株式会社セブン‐イレブン・ジャパン 

 件名 対象施設／対象事業 備考 
1 第 59回日本サインデザイン賞 すみだ保健子育て総合センター 入選 
2 第 17回 JTAトイレ賞 あずま百樹園トイレデザイン  建築作品部門・奨励賞 

3 iFデザインアワード 2026（ドイツ） 通いの場事業「笑かつ！Cafe」 ブランディング＆コミュニケーシ

ョンデザイン部門 

 

（２）千葉工業大学との協定締結について 

   東京スカイツリータウン®にキャンパスがあり、宇宙技術・ロボット技術等に関する知

見を有する千葉工業大学と、以下のとおり、次世代育成等を目的とした協定を締結した。 

 

  ア 協定締結日：令和７年１２月５日（金） 

     イ 協定の内容：①教育・研究に係る人的資源の交流及び知的・物的資源の相互活用 

                ②次世代の育成に資する体験の提供に関すること 

          ③人材確保・情報発信に関すること 

 ウ 今後の連携：子ども向け宇宙ワークショップ・隕石アート展（予定） 

 

（３）今後の大学のあるまちづくりの方向性及び評価指標について 

基本計画に掲げる「大学の知見を活用した地域課題の解決」及び「地域と大学の交流に

よる賑わいの創出」を軸とし、持続可能な大学のあるまちづくりを進めるため、評価指標

を設定し、各種事業を着実に進めていく。 

 

【評価指標】 

 

 

【参考：区内大学の学生数】 

 

 

 

■成果指標 現状値 R８ R９ R10 R11 R12 単位 

1 
区民向け大学講座の満足度 
※「やや満足した」を除く。 

62.7 70 70 75 75 75 ％ 

2 大学等のイベントに参加したことがある区民の割合 未実施 20 ― 25 ― 30 ％ 

3 区内大学の認知度 58 60 ― 65 ― 70 ％ 
4 UDCすみだ事業への参加者数 12,738 13,000 13,500 14,000 14,500 15,000 人 

■活動指標 現状値 R８ R９ R10 R11 R12 単位 
1 区民向け大学講座の実施回数 10 11 12 13 14 15 回 

2 大学のあるまちづくりに関する情報発信数 426 450 475 500 525 550 件 

3 学生等のアイデアを活用して実施した区の事業数 10 10 12 15 18 20 件 

4 UDCすみだ事業の実施数 10 12 14 16 18 20 件 

 大学名 R5 R6 R7 単位 備考 

1 千葉大学墨田サテライトキャンパス 556 656 672 人 墨田キャンパスでの 
履修学生数（R7は暫定） 

2 iU情報経営イノベーション専門職大学 744 698 655 人 募集定員：720名 

3 レイクランド大学ジャパン 350 400 500 人 入学・卒業が年間で複数あるため

数値は概算 


